
家畜衛生便り

本県鳴門市の野鳥糞便から

低病原性鳥インフルエンザウイルス

（H7N7亜型）を検出

環境省では，野鳥における高病原性鳥インフルエンザの監視

活動を行っているところですが，鳴門市大麻町のため池にお

いて採取（平成２８年１２月１９日）された野鳥糞便から，

低病原性鳥インフルエンザウイルス（H7N7亜型）が検出され

たとの報告がありました。

＜環境省の野鳥糞便における低病原性鳥インフルエンザウイルスの

検出について（山口県，徳島県，福岡県）＞

平成２８年１２月１６日に山口県山口市において採取された野鳥糞便６検体

５検体からH7N7亜型

１検体からH7N6亜型

平成２８年１２月１９日に徳島県鳴門市において採取された野鳥糞便１検体

H7N7亜型

平成２８年１２月１６日に福岡県北九州市において採取された野鳥糞便１検体

H5N3亜型

No.３ ２ ０ 平成２９年１月１０日

徳島県家畜防疫衛生センター
西部家畜保健衛生所 吉野川庁舎
徳島県吉野川市鴨島町麻植塚

TEL．0883-24-2029 FAX．0883-24-1397

西部家畜保健衛生所 東みよし庁舎
三好郡東みよし町中庄

ＴＥＬ．0883-82-2397 FAX．0883-82-4843

熊本県の採卵鶏農場で高病原性鳥インフルエンザ

疑似患畜を確認（平成２８年１２月２7日）

＜国内家きん農場における発生状況＞

青森県
青森市 あひる農場 約１万８千羽

青森市 あひる農場 約４千８百羽

新潟県
関川村 採卵鶏農場 約３１万羽

上越市 採卵鶏農場 約２３万羽

北海道
清水町 採卵鶏農場 約２１万羽

宮崎県
川南町 肉用鶏農場 約１２万羽

熊本県
南関町 採卵鶏農場 約１０万羽

（すべてH5N6亜型）



本病の発生・まん延防止に万全を期すため，以下の事項
を確実に実施してください。

１．野鳥や小動物の鶏舎等への侵入防止対策の徹底

防鳥ネットや鶏舎を定期的に点検
破損部分を見つけたら速やかに修繕

２．農場出入り口・周辺での消毒（消石灰等）の徹底

消毒は防疫対策の基本！必ず，確実に実施！

３．異常家きんの早期発見，早期通報

鶏の日常の健康観察を徹底し，死亡率の急増等，
鳥インフルエンザを疑う状況があれば，直ちに通報を！

＜連絡先＞

西部家畜保健衛生所 吉野川庁舎 ０８８３－２４－２０２９

東みよし庁舎 ０８８３－８２－２３９７

家畜保健衛生所は，休日・夜間も２４時間対応しています。

４．他の家きん飼養農場へ，不要不急の出入りをしない

何時どこで発生してもおかしくありません。
知らないうちにウイルスをまん延させる危険性があります。

野鳥・家きん共に，高 (低 )病原性鳥インフルエンザ
の検出・発生が，引き続き報告されています！

関係者全員が一致協力し，

高病原性鳥インフルエンザの

発生防止に努めましょう！

表．高病原性鳥インフルエンザに係るリスクス種の県内渡来状況（平成28年10月）
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シジュウカラガン 冬
マガン 冬
ヒシクイ 冬
コブハクチョウ ？
オオハクチョウ 冬
コハクチョウ 冬
オシドリ 冬 ○
キンクロハジロ 冬 ○
オジロワシ 冬
オオワシ 冬
オオタカ 冬 ○
ハイタカ 冬
ノスリ 冬 ○
サシバ 夏
クマタカ 留
チュウヒ 冬
ハヤブサ 留
チョウゲンボウ 冬 ○ ○
カイツブリ 留 ○ ○
ハジロカイツブリ 冬
カンムリカイツブリ 冬
マガモ 冬 ○ ○ ○ ○
オナガガモ 冬 ○
ホシハジロ 冬 ○
スズガモ 冬 ○
タンチョウ 冬
ナベヅル 冬
マナヅル 冬
バン 留 ○
オオバン 冬 ○ ○

カモメ科 ユリカモメ 冬
ワシミミズク 冬
コノハズク 夏
フクロウ 留
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平成２８年１０月

リスク種１

カモ科

タカ科

ハヤブサ科

科名 種名

リスク種２

カイツブリ科

カモ科

ツル科

クイナ科

フクロウ科


